
主
な
町
長
提
出
議
案

●
平
成
26
年
度
伊
奈
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
6
号
）
�
既
定
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
7,
4
7
7
万
7
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
1

7
億
4
4
7
万
5
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

（
そ
の
他
の
補
正
予
算
）

・
平
成
26
年
度
伊
奈
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3

号
）

・
平
成
26
年
度
伊
奈
町
中
部
特
定

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）

・
平
成
26
年
度
伊
奈
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

●
伊
奈
町
公
益
的
法
人
等
へ
の
職

員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
�
職
員
を
派

遣
で
き
る
公
益
的
法
人
等
に
、
伊

奈
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

加
え
る
も
の
で
す
。

●
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及

び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
�
職
員
が
過
失
に

よ
り
起
こ
し
た
罪
に
つ
い
て
、
職

員
の
失
職
の
特
例
に
関
す
る
規
定

を
加
え
る
も
の
で
す
。

●
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
及
び
伊
奈
町
特
別

職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
等
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
�
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

た
め
、
関
係
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
伊
奈
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
�

国
お
よ
び
県
に
準
じ
、
職
員
の
給

与
制
度
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

●
伊
奈
町
ふ
れ
あ
い
活
動
セ
ン
タ

ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
�
伊
奈
町
ふ
れ
あ

い
活
動
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

条
例
の
附
則
で
規
定
し
て
い
た
休

館
日
に
つ
い
て
本
則
で
規
定
し
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
1
月
定

期
券
の
使
用
料
の
減
額
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
、
附
則
で
規
定
す
る
も

の
で
す
。

●
伊
奈
町
立
保
育
所
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
公

布
お
よ
び
児
童
福
祉
法
が
改
正
さ

れ
た
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

●
伊
奈
町
在
宅
重
度
心
身
障
害
者

手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
�
在
宅
重
度
心
身
障
害
者

手
当
の
支
給
対
象
者
の
規
定
に
つ

い
て
整
理
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

●
伊
奈
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
�
介
護
保
険
法

の
改
正
お
よ
び
伊
奈
町
介
護
保
険

事
業
計
画
の
策
定
に
伴
い
、
第
6

期
の
介
護
保
険
料
率
の
改
定
及
び

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
実
施
の
猶
予
に
関
す
る
規

定
を
定
め
る
も
の
で
す
。

●
伊
奈
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
�
地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推

進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
介
護
保

険
法
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
指
定

介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員

及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防

支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
等
を
条
例
で
定
め
る
も
の

で
す
。

●
伊
奈
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
�
地
域
の
自
主

性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
た
た

め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

条
例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

●
伊
奈
町
水
道
事
業
の
剰
余
金
の

処
分
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
�
地
方
公
営
企
業

会
計
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
毎
事

業
年
度
に
お
い
て
発
生
し
た
利
益

の
処
分
等
に
つ
い
て
見
直
す
た
め
、

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
�

・
大
針
字
細
田
山
3
3
1
番
17
地

先
か
ら
大
針
字
中
田
1
6
3
5
番

22
地
先
ま
で
を
新
た
に
町
道
と
し

て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

●
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
�

・
小
針
新
宿
字
高
野
屋
敷
4
0
3

番
地
先
か
ら
小
針
新
宿
字
高
野
屋

敷
3
9
4
番
地
先
ま
で
の
町
道
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

平
成
27
年
3
月
定
例
議
会
は
、

3
月
3
日
に
開
会
し
、
平
成
27

年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
町
長

提
出
議
案
24
件
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
、
3
月
20
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。

選選 挙挙 のの 結結 果果
4月12日執行の埼玉県議会議員一般選挙（南第13
区：上尾市・伊奈町）の開票結果は次のとおりです。

問 選挙管理委員会�７２１－２１１１

得 票 数

南第13区合計

19，038

5，598

12，220

8，307

20，774

15，818

38．37％

伊奈町

2，814

434

1，890

1，100

2，514

2，200

33．05％

党 派

公 明 党

無 所 属

日本共産党

無 所 属

民 主 党

自由民主党

投 票 率

候補者氏名

当 いしわたり 豊

秋山 かほる

新藤 たか子

斉藤 てつお

当 はたけやま 稔

当 清水 よしのり
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教
職
員
人
事

4
月
1
日
付

敬
称
略林校長

落合校長

豊田校長

役
場
人
事（所

属
長
以
上
）

4
月
1
日
付
（

）内
は
前
職

前
副
町
長
の
福
田
哲
也
氏
の
退
任
に

伴
い
、
4
月
1
日
に
島
田
繁
氏（
48
歳
）

が
就
任
し
ま
し
た
。

島
田
氏
は
平
成
2
年
4
月
に
埼
玉
県

庁
に
入
庁
し
、
行
政
管
理
課
、
地
域
政

策
課
、
企
画
総
務
課
、
財
政
課
な
ど
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

小
室
小
学
校

転
入

豊
岡
勇
也
、
赤
地
由
衣

転
出

栁
田
篤
史
、
三
澤
有
里

転
補

安
川
純
一（
南
小
よ
り
）、

武
井
勇
紀
（
小
針
北
小
よ
り
）、

野
坂
大
樹
（
小
針
北
小
よ
り
）

新
任

中
島
晴
美（
教
頭
）

新
採
用

渡
辺
梓

退
職

小
林
寿
代
、
吉
水
絵
里

小
針
小
学
校

転
入

林
八
州
夫（
校
長
）、
土
屋

征
也
、
大
久
保
和
恵
、
名
執
將
吾

（
事
務
主
査
）

転
出

稲
垣
裕
子
、
加
藤
真
実
、

髙
橋
紗
恵
、
田
野
冬
至
子
（
事
務

主
任
）

転
補

野
原
航
（
小
室
小
よ
り
）

新
任

山
本
敦
子
（
主
幹
教
諭
）

新
採
用

小
林
優
由
子
、
恩
田
美

紀退
職

細
井
忠（
校
長
）、
磯
部
伸

明南
小
学
校

転
入

野
村
英
梨
、
廿
楽
裕
与
、

高
橋
知
見
（
養
護
教
諭
）

転
出

閑
野
千
鶴（
教
頭
）、
御
園

裕
右
、
福
田
遥
（
養
護
教
諭
）

転
補

小
口
雅
雄
（
教
頭
、
小
室

小
よ
り
）、内
田
正（
小
針
小
よ
り
）

新
採
用

伊
藤
祐
樹

退
職

谷
藤
憲
子

小
針
北
小
学
校

転
入

石
田
聡
宏
、
中
下
雅
嗣

転
出

堀
謙
作（
主
幹
教
諭
）、
廣

沢
大
輔

新
任

寶
田
恵
美
子（
主
幹
教
諭
）

新
採
用

小
棚
木
友
、
井
川
恵
里
、

福
田
裕
香
、
石
田
卓
矢

退
職

山
田
正
惠

伊
奈
中
学
校

転
入

落
合
啓
志（
校
長
）、
奥
田

勇
司

転
出

小
林
達
也（
校
長
）、
宮
�

彩
土
、
岡
田
将
子
（
養
護
教
諭
）

新
任

佐
藤
正
一
（
主
幹
教
諭
）

新
採
用

保
坂
暁
人
、
伊
藤
弘
樹
、

永
峰
嵩
大

退
職

小
糸
佳
次

小
針
中
学
校

転
入

平
賀
誠

転
出

関
口
育
也（
教
頭
）、
亀
井

康
憲

転
補

藤
村
摂
子（
南
中
よ
り
）、

長
沢
努（
南
中
よ
り
）、
黒
太
剛
生

（
南
中
よ
り
）、
関
口
照
枝（
伊
奈

中
よ
り
）、
田
中
明
子（
養
護
教
諭
、

小
針
小
よ
り
）

新
任

田
口
元
信（
教
頭
）、
益
田

光
行
（
主
幹
教
諭
）

新
採
用

肥
土
明
美
、
橋
本
真
奈

美
、
宮
越
亮

南
中
学
校

転
入

江
澤
健
太
、
矢
代
直
子

転
出

三
杉
紀
文
、
長
嶋
史
敬
、

柿
﨑
恵
美

転
補

内
藤
ゆ
か
り
（
小
針
中
よ

り
）、
奈
良
毅
彦
（
小
針
中
よ
り
）、

小
野
東
子
（
小
針
中
よ
り
）

新
任

豊
田
稔
之
（
校
長
）

退
職

石
原
久
仁
（
校
長
）

○
町
長
事
務
部
局

異
動
（
兼
職
を
含
む
）

都
市
建
設
統
括
監
兼
上
下
水
道
統

括
監

野
本
初
美
（
都
市
建
設
統

括
監
・
水
道
事
業
統
括
監
）

税
務
課
長

戸
井
田
寿
美
（
環
境

対
策
課
長
）

保
険
医
療
課
長

齋
藤
仲
司
（
税

務
課
長
）

環
境
対
策
課
長

石
村
典
也
（
都

市
整
備
課
長
）

上
下
水
道
課
長

戸
井
田
正
吉

（
水
道
課
長
）

派
遣

社
会
福
祉
法
人
伊
奈
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ

川
田
隆
嗣
（
保
険
医

療
課
長
）

公
益
社
団
法
人
伊
奈
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ

佐
竹
忠
喜

（
環
境
対
策
課
主
幹
）

○
消
防
本
部

異
動

消
防
業
務
課
長

長
谷
部
剛
（
消

防
第
2
課
長
）

消
防
第
1
課
長

齋
藤
幹
雄
（
消

防
業
務
課
長
）

消
防
第
2
課
長

江
川
正
夫
（
消

防
第
1
課
長
）

副
町
長
に
島
田

繁
氏

行
政
相
談
委
員
に

有
利
道
子
氏
（
再
任
）

風
間
昭
彦
氏
（
再
任
）

行
政
相
談
委
員
は
、
民
間
の
有
識
者
の
中
か
ら
総
務
大

臣
が
委
嘱
を
し
て
い
る
も
の
で
、
住
民
の
皆
様
か
ら
行
政

に
関
す
る
要
望
や
苦
情
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

町
で
は
、
行
政
相
談
を
毎
月
第
3
火
曜
に
行
っ
て
い
ま

す
。
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
広
報
い
な
（
裏
表
紙
）
の
無

料
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問

住
民
相
談
室
�内
２
２
１
１
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